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 令和６年度 専攻科学生募集要項（第２次募集）  

 

アドミッションポリシー (入学者受け入れの方針) 

本校専攻科では，高等専門学校における教育の基礎の上に，より高度な専門学術を教授する。 

また，教養教育及び実践的教育を通じて，幅広い教養と優れた人格を備えた広く産業の発展に寄

与することのできる自立した技術者の養成を行う。 

 

本専攻科入学者として，以下に示す人材を求めている。 

１.専門の基礎知識とコミュニケーション能力を有し，さらに高度な専門知識を学びたい人 

２.課題に対して主体的に物事に取り組み，解決しようとする意欲のある人 

３.技術を生かして地域や社会に貢献したい人 

４.他者と協働しながら物事に取り組める人 

 

Ⅰ．募集人員 

ソーシャルデザイン工学専攻 

専攻 募集人員 

ソーシャルデザイン工学専攻 ４名 

 

  

1



Ⅱ．入学者選抜（第２次募集） 

 

１.出願資格 

次の各号のいずれかに該当する者 

(1) 高等専門学校を卒業した者（令和６年３月卒業見込みの者を含む) 

(2) 短期大学を卒業した者(令和６年３月卒業見込みの者を含む) 

(3) 学校教育法第 90 条第 1 項に規定する大学入学資格を有する者で，高等学校の専攻科の課程の

うち文部科学大臣の定める基準を満たすものを修了した者(令和６年３月修了見込みの者を含

む) 

(4) 専修学校の専門課程を修了した者(令和６年３月修了見込みの者を合む)のうち学校教育法第

132 条の規定により大学に編入学することができる者 

(5) 外国において，学校教育における 14 年の課程を修了した者(令和６年３月修了込みの者を含

む) 

(6) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国

の学校教育における 14 年の課程を修了した者(令和６年３月修了見込みの者を含む) 

(7) 我が国において，外国の短期大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 14 年の

課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位

置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者(令

和６年３月修了見込みの者を含む) 

(8) その他本校の専攻科において，高等専門学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者 

 

２.出願手続 

(1) 受付期間  令和６年２月１３日(火) ～ ２月１５日(木) 

※郵送の場台は２月１５日(木) 17: 00 必着 

(2) 受付時間  ９:００ ～ １７:００ まで 

(3) 受付場所  高知工業高等専門学校 学生課総務・入試係 

〒783-8508 

高知県南国市物部乙 200 番 1 

TEL (088) 864-5621・5644 FAX (088) 864-5536  

(4）出願書類等 

志願者は，次の書類を願書受付期間中に持参又は郵送してください。 

なお，郵送する場合は必ず書留郵便で封筒に「専攻科出願書類在中」と朱書きしてくださ

い。 
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① 入 学 願 書 

本校所定の用紙に志願者が必要事項を記入したもの。願書に記載してある記

入上の注意をよく読んで，記入してください。取得希望学位分野は，電気電

子工学，機械工学，情報工学，土木工学，建築学，応用化学の中から一つ選

んで記入してください。一連の用紙は切り離さないでください。 

② 入学検定科払込証明書

(入学検定料) 

入学検定料は 16,500 円です。払込方法は，金融機関と高知工業高等専門学校

の窓口の２つの方法があります。郵便局を除く金融機関の窓口で振り込む場

合，又は高知工業高等専門学校の窓口で納付する場合は，本校所定の払込用

紙の「ご依頼人」及び「志願者氏名」欄に住所氏名等を記入したものを使用

し，受付金融機関又は高知工業高等専門学校の領収印が押印された「Ⓐ添付

用通知書」を，「Ⓓ入学検定料払込証明書」に貼付し，提出してください。 

なお，郵便局（ゆうちょ銀行)をご利用の場合は， P.６「入学検定料を郵便

局(ゆうちょ銀行)から振り込む場合の注意点」をご参照ください。また，出願

時には，「振替払出請求書預金口座振替による振込受付書」のコピーを前述の

「Ⓓ入学検定料払込証明書」に貼付し，提出してください。 

※本件にかかる払込手数料はご本人の負担となります。 

③ 調 査 書 本校所定の用紙により在籍（出身）学校長が作成し，厳封したもの。 

④ TOEIC スコアの通知書

または実用英語技能検定

合格証明書 

TOEIC L&R テスト（IP テスト可)スコア通知書または実用英語技能検定合

格証明書の原本を提出してください。原本は，確認後，返却(郵送の場合

は受験票とともに返送) します。 

⑤ 出願承認書 
本校所定の用紙により所属企業等の長が作成したもの。 

(企業等に在職したまま入学を希望する者のみ） 

⑥ 返信用封筒 

受験票の送付用です。長形３号 (120mm×235mm) の封筒に，郵便番号，

住所，氏名を記入し，必ず 344 円(速達料金)分の切手を貼付してくださ

い。なお，願書を持参する場合は不要です。 

⑦ そ の 他 

・宛名ラベルに記入して提出してください。 

・現に日本国に在住している外国人は，市区町村が発行する「住民票」

(コピー不可)を提出してください。 

(5) 出願上の注意事項 

① 出願書類の不備なものは受付けません。 

② 提出した出願書類に虚偽の記載があった場合は，入学後であっても入学を取り消すことがあり

ます。 

③ 願書提出後の記載事項の変更は認めません。 

④ 受理した出願書類は，理由の如何にかかわらず返還しません。 

⑤ 納付された入学検定料は，出願しなかった場合や重複で納付した場合に返還請求ができます。

詳細はお問い合わせください。 

(6) 本校を卒業見込みの者以外の出願について 

本校を卒業見込みの者以外は，独立行政法人大学改革支援・学位授与機構の「学士の学位の

授与に係る特例の適用認定(特例認定)」の適用について確認する必要があるため，出願期間開
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始日の２週間前までに学生課総務・入試係にご相談ください。 

 

３. 選抜の実施方法 

入学者の選抜は，調査書，TOEIC スコア等，学力試験及び面接(専門科目に関する口頭試問を含

む)の結果を総合して行います。学力試験及び面接の日時と場所は次のとおりです。 

【専門科目に関する口頭試問では，取得希望学位分野の基礎知識を問います。】 

日程 科目等 時間 場所 

令和６年 

２月２９日（木） 

数 学 ９：００ ～ １０：３０ 
高知工業高等専門学校

図書館棟 面 接 

（口頭試問を含む）
１１：００ ～ 

受験者は８：４０までに本校図書館棟玄関に集合してください。 

 

４.「TOEIC L&R テスト (IP テスト可) スコア・実用英語技能検定資格の得点換算方式」に

ついて 

(1) 得点基準 

① 令和４年４月１日以降に受験した TOEIC L&R テスト (IP テスト可) のスコアを有効とし

ます。その換算方法は(2)①に示すとおりです。 

② 専攻科入学者選抜試験(第２次募集)受験申込までに実用英語技能検定２級以上に合格し

ている場合の換算値は(2)②に示すとおりです。 

(2) 換算方法 

① TOEIC スコア 

換算式は次のとおりとする。 

※400 点未満  スコア×1/ 5－10 

※※ 400 点以上  スコア×1/10＋30 

〔 換 算 例 〕 ※400 点未満 ※※ 400 点以上 

TOEIC スコア 100 点以下 300 点 350 点 400 点 500 点 600 点 700 点以上

換算値（100 点満点） ０点 ５０点 ６０点 ７０点 ８０点 ９０点 １００点 

 

② 実用英語技能検定２級以上 

実用英語技能検定 ２級 準１級，１級 

換算値（100 点満点） ８０点 １００点 

 

５ .合格発表 

令和６年３月４日(月)１２:００に本校Ａ棟玄関に合格者の受験番号を掲示するとともに，合格

者には「合格通知書」を送付します。 

また，同日１２:３０以降にインターネット上の本校ホームページ (https://www.kochi-

ct.ac.jp/)に，合格者の受験番号を掲載します。電話等による合否の照会には応じません。 
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６. 入学手続 

入学手続書類は合格通知書とともに送付しますので，次の期間に手続きを行ってください。 

令和６年３月１２日（火）～３月１４日（木） ９：００～１７：００まで 

 

Ⅲ．入学者選抜に関する合理的配慮の提供に関して 

高知工業高等専門学校では，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」「文部科学省所管事業

分野における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応指針」及び，「独立行政法人国立高等専門

学校機構における障害を理由とする差別の解消の推進に関する対応要領」に則り，障害等による支援ニー

ズのある学生に対して，受験上または修学上の合理的配慮の提供を行っています。 

入学者選抜において障害等を理由とした合理的配慮の提供を希望する者は，早めに高知高専学生課総

務・入試係までご相談ください。なお，合理的配慮の提供には準備に時間がかかることもあるため，入学

願書提出期限の一か月前を過ぎてからの相談及び申請では準備期間が短くなり，希望する合理的配慮を

受けられず，安心して試験を受けられなくなる可能性があることに注意してください。 

必要に応じて，学生，学生の保護者及び在籍する学校関係者に対して，相談された内容について質問す

る場合がありますが，合理的配慮に関する申請及び問い合わせ内容は入学者選抜の合否判定には一切影

響ありません。 

入試の公平性を担保するため，合理的配慮提供の根拠となる資料の提出を求める場合があります。必要

となる根拠資料に関しては，文部科学省「障害のある学生の修学支援に関する検討会報告（第二次まと

め）」によって示されている，1) 障害者手帳の種別・等級・区分認定，2) 適切な医学的診断基準に基づ

いた診断書，3) 標準化された心理検査等の結果，4) 専門家の所見，5) 出身高専等における支援状況に

関する資料，6) 本人が自らの障害の状況を客観的に把握・分析した説明資料等が該当します。 

 

※根拠資料に関しては 提出の要不要に関しても入試担当窓口までご相談ください。ご提出いただく

根拠資料としての要件を満たしているかどうか，担当係において確認いたします。満たしていな

い場合は，その理由を明示したうえで再提出を求めることがあります。 

 

（お願い） 

入学後に修学上の合理的配慮が必要な場合には，合理的配慮提供のための準備を十分に行うために，

出願前の可能な限り早い段階で「事前相談」を受けられることをお勧めします。入試後，または入学後

に合理的配慮に関して初めて申請なさると，修学に必要な支援を十分に受けられなくなる可能性があり

ます。なお，事前相談を受けられても，入学者選抜の合否判定には一切影響ありません。 

 

相談窓口 高知工業高等専門学校 学生課総務・入試係 

TEL (088)864-5621・5644 FAX(088)864-5536 

Mail  g-so_nyushi@jm.kochi-ct.ac.jp 
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Ⅳ. 個人情報の取り扱いについて 

入学志願者から提出された入学願書や調査書等に記載されている情報及び選抜に用いた試験成績・

評価といった入学者選抜を通じて取得した個人情報は，入学者選抜の資料として利用するとともに，

次の目的にも利用します。 

(1) 入学後の教育・指導 

(2) 入学料，授業料の免除申請の審査 

(3) 奨学金申請の審査 

(4) 本校及び国立高等専門学校全体の教育制度・入学者選抜制度の改善のための調査・研究 

 

Ⅴ．その他 

◆入学検定料を郵便局(ゆうちょ銀行)から振り込む場合の注意点 
入学検定料は郵便局（ゆうちょ銀行）からも振り込むことができますが，以下の条件を満たす 

必要がありますので，ご注意ください。 
１）ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は口座からのみ可能で，現金による振込はできま 
せん。ご利用の際は，『通帳とお届け印』または『キャッシュカード』が必要です。 

２）ゆうちょ銀行から他の金融機関への振込は募集要項に添付されている振込依頼書を使用す 
ることはできません。窓口でゆうちょ銀行専用の「振込依頼書（以下参照）」を受け取り， 
記入いただく必要があります。 

３）振込後は「振込依頼書（お客さま控）（以下参照）」を受領してください。 
 

※振込依頼書（サンプル） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※振込依頼書（お客さま控） 
（サンプル） 
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入 学 案 内 ／ 専 攻 科 

1 .設 置 

平成１２年４月１日 

 

2. 目 的 

本校専攻科は，高等専門学校などの高等教育機関において，工学の基礎と実践的技術を修得した者に

対して，更に２年間の高度で専門的な技術・学問を教授することによって，実践的かつ創造的な研究開

発能力を持つ高度な技術者を育成することを目的とします。 

 

3. ディプ口マポリシー(修了認定の方針) 

本校専攻科の養成する人材像(ディプロマポリシー)は以下のとおりである。 

学側で定める修了要件を満たすとともに，以下に示すような知識及び能力を備えて修了を認定する。 

(養成する人材像) 

① 本科で学修した工学(融合複合)分野の知識・技術をさらに深めながら，地域・産業あるいは世

界が抱える諸課題に対して，最先端の情報技術を連携させた技術システム・社会システムを創

造・デザインして解決に貢献できる人材を養成する。 

② 情報・環境・公共の安全等に対応できる高い倫理観をもち，国際的な視点に立って判断のでき

る人材を養成する。 

③ 複数の分野の知識の新たな組み合わせを活用することで，それまでに個別の分野の知識では解

決が困難であった最先端の課題に取り組むことができ，地域や産業の即戦力として幅広く活躍

できる人材を養成する 。 

この養成する人材像 (ディプロマポリシー)を実現するため，具体的な学習・教育目標として次の(A)

～(E)を掲げて教育を実施する。 

(学習・教育目標) 

(A) 高い倫理観をもち，グローバルな視点に立って行動できる。 

(B) 数学・自然科学，情報工学及び専門基礎に関する知識・技術を工学 (融合複合)分野に応用す

ることができる。 

(C) 高度な専門知識をもち，その技術と情報技術を組み合わせて構築させる複合システムデザイ

ンの基礎を身につけることができる。 

(D) 国際適応力を備え，グローバルに活躍できる。 

(E) 地域・産業あるいは世界が抱える課題解決のための創造力，複合システムデザイン力及びチ

ーム力を発揮できる。 

 

4 .カリキュラムポリシー(教育課程の編成及び実施方針) 

学習・教育目標に掲げる能力を育成するために，教育課程は次の基本方針(カリキュラムポリシー)を

もとに編成している。 
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教育課程の実施方針は，本科の教育課程との接続を「授業科目関連図」に示すとともに，シラバスに

おいて教育内容・方法，学修成果の評価等について明記する。なお，評価はシラバスに示す成績評価の

基準・方法に従って行い，60 点以上を合格とする。 

(A) 高い倫理観をもち，グローバルな視点に立って行動できる能力を育成するために，一般科目 

(技術者倫理，社会学特論)，専門共通科目 (環境工学特論，プロジェクトマネジメント概論，

地域計画学)を設ける。 

(B) 工学(融合複合）分野に応用できる能力を育成するために，専門基礎科目(数理科学，基礎科

学，情報工学に関する科目)，専門共通科目(情報システム論)を設ける。 

(C) 高度な専門知識は，異なる工学分野の教員が協働で授業を行う連携教育(機械工学と電気電子

工学または土木工学との連携等)で深めていく。また，システムズエンジニアリングの基礎力

とデザイン思考力を育成するために，実験・演習科目(システム工学実験，システムデザイン

演習など)を設ける。 

(D) 国際適応力を備え，グローバルに活躍できる能力を育成するために，本科からの英語及び日

本語教育に加え，専攻科では「英語コミュニケーション」，「英語講読」を必修科目として設け

る。 

(E) 地域・産業あるいは世界が抱える課題を解決できる能力を育成するために，「インターンシッ

プ」，「長期インターンシップ」，「海外インターンシップ」，専門分野の異なる学生がチームを

組む「プロジェクトデザイン工学演習」と ，異なる工学分野の教員を含む２名以上の教員か

ら指導を受ける「特別研究」を設ける。 

 

5. 長期履修学生制度 

職業を有している者等で，特別な理由により，専攻科の通常の修業年限の２年を超えて一定の期間

(４年の期間内)にわたり計画的に教育課程を履修し修了することを希望する者は，申し出によりその

計画による履修が認められます。 

なお，長期履修学生が納付する授業料の年額は，当該在学期間を認められた期間に限り，通常の修業

年限の授業料に前記修業年限を乗じて得た額を長期在学期間の年数で除した額となります。 

 

6. 学士の学位取得 

高等専門学校卒業生で一定の要件を満たした場合，大学改革支援・学位授与機構の審査により学士の

学位を取得することができます。 

その要件とは，大学改革支援・学位授与機構の認定を受けた高等専門学校の専攻科で２年以上にわた

って 62 単位以上を修得し，大学と同等の基準にあると認められることです。本校の専攻科は，次の６

分野について大学改革支援・学位授与機構の認定を受けておりますので，専攻科修了時には選択した分

野の学士の学位を取得する途が開かれています。 

電気電子工学，機械工学，情報工学，土木工学，建築学，応用化学 

 

7. JABEE 対応教育プログラム「建設工学」 

ソーシャルデザイン工学専攻(専攻の区分:土木工学)開講の授業科目は，JABEE 対応教育プログラム
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「建設工学」の一部となっています。(詳細は，JABEE 対応教育プログラム履修の手引参照)。 JABEE 対

応教育プログラムの修了の要件は，次のとおりです。 

(1) ソーシャルデザイン工学科（まちづくり・防災コース)を卒業していること 

他の高等教育機関等からの専攻科入学生の場合は，高知高専ソーシャルデザイン学科(まちづく

り・防災コース)卒業に相当すると認定されること 

(2) ソーシャルデザイン工学専攻(専攻の区分：土木工学) を修了していること 

(3) 学士(工学)の学位(大学改革支援・学位授与機構による)を取得していること 

 

8．技術士補資格の取得 

日本技術者教育認定機構(JABEE) の認定を受けた，本校の建設工学教育プログラムを修了した者は

「技術士補」となる資格を有します。 

【技術士・技術士補とは】 

技術士制度は，技術的専門知識及応用能力と豊富な経験を有する優れた技術者の育成を図るた

めの国による技術者の資格認定制度です。 

a) 技術士は， 

技術士法に基づいて行われる国家試験(技術士第二次試験)に合格し，登録した人だけに与

えられる称号です。国はこの称号を与えることにより，その人が科学技術に関する高度な応用

能力を備えていることを認定することになります。従って，技術士は，科学技術の応用面にわ

たる技術者にとって最も権威ある国家資格と言えます。 

b) 技術士補は， 

技術士法に基づく国家試験に合格し，登録した人に与えられる称与です。技術土補は，技術

士となるのに必要な技能を修得するため，技術士を補助することになっています。この技能修

得後，技術士第二次試験を受験できます。 

 

9. 入学時に必要な諸経費(令和４年度実績のため，改定する場合があります) 

入学科 84,600 円  

授業料 117,300 円 (年額 234,600 円のうち前学期分) 

教科書代等 50,000 円程度 

* 入寮を希望し許可された者は，寮関係経費が別途必要です。 

37,000 円程度 入寮費(入寮時のみ)，寮費及び部屋代(半期 6 ヶ月分) 

 

10.入学料，授業料の免除及び徴収猶予制度 

(1) 高等教育の修学支綬新制度 

定められた学業基準と家計基準(住民税非課税世帯及びそれに準ずる世帯)を満たす場合，本人の

申請に基づき選考のうえ「入学料・授業料の免除」と「給付奨学金の支給」の支援を受けることがで

きます。 

◆支援区分:世帯収入により決定する区分に応じ，本校においては下表の支援が受けられます。 
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区分 
入学料・ 

授業料 

給付奨学金支給月額 
備 考 

自宅通学 自宅外通学 

第Ⅰ区分 

（非課税世帯） 
全額免除 

17,500 円 

（25,800 円） 
34,200 円 カッコ内の金額は，生

活保護世帯及び児童

養護施設等からの通

学者が対象となりま

す。 

第Ⅱ区分 

（準非課税世帯） 
2/3 免除 

11,700 円 

（17,200 円） 
22,800 円 

第Ⅲ区分 

（準非課税世帯） 
1/3 免除 

5,900 円 

（8,600 円） 
11,400 円 

(2）入学料免除・授業料免除 

入学前１年以内において，入学する者の学資を主として負相している者(学資負担者)が死亡し

た場合又は入学者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた場合，その他やむを得ない理由

により入学料の納付が著しく困難であると認められる場合には，選考のうえ，全額もしくは半額を

免除することがあります。 

(3) 入学料徴収猶予 

経済的理由により納付期限までに納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者について

は，本人の申請に基づき選考のうえ，入学料の徴収が猶予されます。(入学料の徴収を入学年度内

に定める期限まで猶予するものであり，免除されるものではありません。) 

 

11.奨学金制度 

(1) 日本学生支援機構奨学金 

学業，人物ともに優れ，かつ健康であって学資の支弁が困難である場合，本人の申請に基づき選

考のうえ，第一種奨学金（無利子），第二種奨学金（有利子），の貸与を受けることができます。 

◆貸与月額:世帯収入及び通学形態等により貸与月額が異なります。 

種 類 
月 額 

備 考 
自宅通学 自宅外通学 

第一種 

（無利子） 

45,000 円 

30,000 円 

20,000 円 

のいずれか選択 

51,000 円 

40,000 円 

30,000 円 

20,000 円 

のいずれか選択 

・自宅外通学生は，自宅通学の月額も

選択可能です。 

・最高月額は，奨学金申込時の家計支

持者の収入が一定額以上の場合，利用

することができません。 

第二種 

（有利子） 

20,000 円～120,000 円 

（10,000 円単位で選択） 
 

入学時 

特別増額 

貸与奨学金 

100,000 円～500,000 円 

（100,000 円単位で選択） 

認定所得金額が 0 円以下である世帯又

は「国の教育ローン」を利用できなかっ

た世帯の学生が対象となります。 

(注意）・第一種奨学金について，給付奨学金と併用して支給を受ける場合，給付奨学金の支援を受

けている期間は，上表の貸与月額が調整(減額）されます。 

・入学時特別増額貸付奨学金のみの申込みはできません。第一種奨学金・第二種奨学金のど
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ちらかに増額して貸与を受ける必要があります。申込は入学時の１回に限ります。 

(2) その他の奨学金 

その他の奨学金制度として，地方公共団体，公益財団法人，民間団体等によるものがありますが，

申請方法や応募資格等が異なります。募集については，その都度学内掲示や本校ホームページ等で

お知らせします。 

 

12. その他 

(1) やむを得ない事情がある場合，本校の学生寮に入寮を希望することができます。本人の申請に基

づき選考のうえ，入寮を許可します。 

ただし，選考の結果，入寮を認められた場合は寮生活全般にわたって本科生の寮生と同様，学寮規

則及び学寮日課を遵守しなければなりません。 

(2) 入学案内に関して不明な点は下記までご連絡ください。 

高知工業高等専門学校 学生課総務・入試係 

〒783-8508 高知県南国市物部乙 200 番 1 

TEL (088) 864-5621・5644 FAX (088) 864-5536 
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 教育課程 

  （令和３年度以降入学生）

1年 2年

英 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2 2

英 語 講 読 2 2

技 術 者 倫 理 2 2

社 会 学 特 論 2 2

8 8

応 用 数 理 科 学 Ⅰ 2 2

応 用 数 理 科 学 Ⅱ 2 2

デ ー タ サ イ エ ン ス 2 2

生 命 科 学 2 2

応 用 物 理 工 学 2 2

10 8 2

情 報 シ ス テ ム 論 2 2

環 境 工 学 特 論 2 2

プ ロ ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト 概 論 2 2

地 域 計 画 学 2 2

シ ス テ ム 工 学 実 験 Ⅰ 2 2

シ ス テ ム 工 学 実 験 Ⅱ 2 2

シ ス テ ム デ ザ イ ン 演 習 Ⅰ 2 2

シ ス テ ム デ ザ イ ン 演 習 Ⅱ 2 2

4 4

10 10

機 械 工 学 概 論 2 2

電 気 電 子 工 学 概 論 2 2

土 木 工 学 ・ 建 築 学 概 論 2 2

応 用 化 学 概 論 2 2

プ ロ ジ ェ ク ト デ ザ イ ン 工 学 演 習 2 2

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2 2

海 外 イ ン タ ー ン シ ッ プ 3 3

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ 4 4

49 23 26

電 気 電 子 回 路 工 学 2 2

電 気 ・ 電 子 計 測 2 2

応 用 通 信 工 学 2 2

マ イ ク ロ 波 工 学 2 2

電 力 応 用 工 学 2 2

伝 熱 工 学 2 2

ロ ボ ッ ト 生 産 加 工 学 2 2

ロボットマテリアルエンジニアリング 2 2

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 工 学 2 2

非 線 形 シ ス テ ム 2 2

情 報 セ キ ュ リ テ ィ 特 論 2 2

ネ ッ ト ワ ー ク セ キ ュ リ テ ィ 特 論 2 2

計 算 機 シ ス テ ム 特 論 2 2

土木工学 選択 水 環 境 工 学 特 論 2 2

2 2

2 2

建 築 意 匠 論 2 2

有 機 金 属 化 学 2 2

有 機 合 成 化 学 2 2

量 子 化 学 2 2

生 化 学 特 論 2 2

化 学 工 学 特 論 2 2

セ ラ ミ ッ ク ス 化 学 2 2

触 媒 化 学 2 2

固 体 化 学 2 2

ロ ボ テ ィ ク ス シ ス テ ム 制 御 工 学 2 2

応 用 情 報 シ ス テ ム 2 2

ロ ボ テ ィ ク ス ・ 構 造 物 解 析 2 2

流 体 力 学 2 2

振 動 防 災 工 学 2 2

建 設 材 料 学 特 論 2 2

建 設 計 画 学 2 2

地 盤 防 災 特 論 2 2

66 42 24

133 81 52

専門科目開設単位　小計

開設単位　　合計

修了要件：62単位（必修科目48単位、取得しようとする学位に応じて専攻科が定める選択科目のうちから14単位
　　　　　以上を含む。）以上修得

連
携
科
目

選
択

電気電子、機械連携科目

電気電子、情報連携科目

機械、土木、建築連携科目

機械、土木連携科目

機械、土木、建築連携科目

土木、建築連携科目

土木、建築連携科目

土木、建築連携科目

応
用
化
学

選
択

建築学
選
択

建 築 設 計 演 習

機
械

工
学

選
択

情
報
工
学

選
択

専門共通科目開設単位　小計

専
門
科
目

電
気
電
子

工
学

選
択

特 別 研 究

選
択

２
単
位
以
上
修
得

２
単
位
以
上
修
得

専
門
共
通
科
目

必
修

専
門
基
礎
科
目

必
修

生物工学共通科目

専門基礎科目開設単位　小計

一
般
科
目

必
修

一般科目開設単位　小計

ソーシャルデザイン工学専攻

区分
必修
選択

授業科目 単位数
学年別配当

備考
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※学位に応じて専攻科が定める選択科目 

（専門共通科目） ４単位以上 

〇専門共通選択科目Ａ群（プロジェクトデザイン工学演習，インターンシップ，海外インターンシップ，

長期インターンシップ）のうち１科目２単位以上 

〇専門共通選択科目Ｂ群（電気電子工学概論，機械工学概論，土木工学・建築学概論，応用化学概論）の

うち１科目２単位以上 

（専門科目） １０単位以上 

【電気電子工学で学位を取得するもの】 

○主専門分野：電気電子回路工学，電気・電子計測，応用通信工学，マイクロ波工学，電力応用工学，ロ

ボティクスシステム制御工学，応用情報システムのうち３科目６単位以上 

○副専門分野：伝熱工学，シミュレーション工学，非線形システム，流体力学のうち１科目２単位以上 

【機械工学で学位を取得するもの】 

○主専門分野：伝熱工学，ロボット生産加工学，ロボットマテリアルエンジニアリング，ロボティクスシ

ステム制御工学，ロボティクス・構造物解析，流体力学，振動防災工学の全科目 

○副専門分野：電気電子回路工学，電気・電子計測，シミュレーション工学，非線形システム 

【情報工学で学位を取得するもの】 

○主専門分野：シミュレーション工学，非線形システム，情報セキュリティ特論，ネットワークセキュリ

ティ特論，計算機システム特論，応用情報システムのうち３科目６単位以上 

○副専門分野：電気電子回路工学，電気・電子計測，応用通信工学，マイクロ波工学，ロボティクスシス

テム制御工学のうち１科目２単位以上 

【土木工学で学位を取得するもの】 

〇主専門分野：水環境工学特論，ロボティクス・構造物解析，流体力学，振動防災工学，建築材料学特論，

建設計画学，地盤防災特論から４科目８単位以上 

〇副専門科目：建築設計演習，建築意匠論 

【建築学で学位を取得するもの】 

〇主専門分野：建築設計演習，建築意匠論，ロボティクス・構造物解析，振動防災工学，建築材料学特論，

建設計画学，地盤防災特論から３科目８単位以上 

〇副専門分野：水環境工学特論，流体力学 

【応用化学で学位を取得するもの】 

○主専門分野：有機金属化学，有機合成化学，量子化学，化学工学特論，セラミックス化学，触媒化学，

固体化学から４科目８単位以上 

○副専門分野：生化学特論 

 

13


	01_令和６年度専攻科募集要項（２次募集）ver３
	02_令和６年度入学案内



